
 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 
 

第 22 回 通常総会 資料 
 

日時：202６年 5 月９日（土）午後１時 30 分より 

会場：日光市 子どもの居場所 

  （〒321-1261 日光市今市 316-4 電話 090-3227-7079） 

総会次第 
 

１．開会のことば 

２．理事長あいさつ 

３．議長選出 

４．定足数の確認 

５．議事録署名人の選出 

６．議案の審議 

 第１号議案 ２０２５年度事業報告の承認を求める件 

第２号議案 ２０２５年度収支決算の承認を求める件 

   監査報告 

第３号議案 ２０２６年度事業計画案 審議の件 

 第４号議案 ２０２６年度活動予算案 審議の件 

 第５号議案 その他 

７．議長解任 

８．閉会のことば 
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ごあいさつ 

 

若葉の緑が日ごとにすがすがしく感じられるころ、会員のみなさまにおかれましてはご清祥の

こととお慶び申し上げます。 

 今年もまた、「NPO なんとなくのにわ」の通常総会を開く時期がやってきました。「学校に

通うことが困難になった子を支援したい、不登校というみかけの状態にこだわらず、登校を強

制されることなく、おだやかに過ごせる場をつくりたい。多様な生き方を応援したい」との思

いで、「子どもの居場所」は 2２年目、相談支援事業「さくらそう」は 13 年目を迎え、多く

の人たちに支えられながら活動を続けています。今年の春、「子どもの居場所」は小中学校休

業中も月曜日から金曜日まで開所しました。折り紙や工作、PC や Switch などのゲームを楽

しみにやってくる子どもたちがいます。「無事、進級しました」と、ほんとうにしばらくぶり

にで訪れてくれる高校生もいます。春は「居場所」が懐かしい場所になっているんだなぁと実

感する時期でもあります。 

 2024 年１月に県教委が発表した「第三期県立高等学校再編計画」により日光市の３高校が

総合学科高（定員 240 名）に統合されることになりました。さらに同時期、宇都宮市内の通

信制・定時制（定通制）はフレックス・ハイスクール（宇都宮清陵高校）に再編されます。JR

鶴田駅近くの宇高通信制は日光や鹿沼から比較的通いやすい位置にあり、月に３～４回のスク

ーリング（対面授業）に有利な地域でしたが、今回の再編により通学の負担が増えます。全日

制・定時制課程高等学校の生徒数は減少傾向です。いっぽうで通信制課程、とくに私立通信制

の生徒数はここ 20 年間で約 3 倍に増加しました。文科省調査による全国高校生数の推移によ

れば、2024 年時点で高校生 330 万人のうち 30 万人（11 人にひとり）は通信制課程で学

んでいるという現状があります。公立通信制の生徒数はここ５年間横ばいの５万人ですが、私

立通信制は増え続け 20 万人を超えています。居場所に集う子どもたちにとって、宇都宮市や

鹿沼市の広域通信制が中学卒業後の選択肢となっています。自分のペースで自由に学ぶことが

できる学びの場をすべて民間に預けてしまってよいのか、子どもたちの学ぶ権利を保障する砦

としての公教育の存在が問われているのではないでしょうか。そんな思いから、昨年 10 月

17 日に県教委宛「第三期県立高等学校再編計画への要望書」を提出しました。憲法 26 条の

基本理念「教育を受ける権利の保障」を実質化するため「(1)通信制課程を今市高校に新設、

(2)地域の民間団体やボランティアが支援する新たな学びの場を創造」を要望しました。経過

と内容の詳細については通信 81 号でお知らせしたとおりです。今後も通信制の在り方、「地

域での学び」を提言していきます。 

 日光市市民活動支援センターとの協力で生まれた「こども サイエンスカフェ」。日曜日の午

前中に１時間から 1 時間半くらい。参加者が集まらない回もありましたが、ともかく昨年度は

６回の「カフェ」を実施しました。スタイルや告知方法を考えながら続けたいと思います。 

今年度も「なんとなくのにわ」の活動への変わらぬご支援を、よろしくお願いいたします。 

 

2026 年 5 月 9 日 

                      特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 

                               理事長 手塚郁夫 
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第１号議案 ２０２５年度事業報告の承認を求める件 

２０２５年度 事業報告書 （２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日） 

１ 事業の成果 日光市とその周辺地区に居住する子どもおよび青少年等に対して、学習や自立のための支援活動と地

域への啓発活動を行い、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出すことを目的として活動しています。 

① 居場所の提供と学びの場の運営 

 日光市委託事業「日光市子どもの居場所・学びの場」の１３年目が終了しました。２０２５年度も前年度同様に学校長期

休業中の平日も居場所を開所し、スタッフ２名の体制で実施しました。居場所での呼吸器感染症の広がりは見られず、

無事に１年を過ごすことができました。開所日は２３８日、支援対象者は８名（小学生３名、中学生３名、および高校生２名

でした。延べ３９０人（小中学生：３４３人、高校生以上：４７人）の居場所利用がありました。相談から来所につながるケー

スが少なく、登録者数は前年より減少しました。ここに「子どもの居場所」があることを地域に向けて知らせる手段を増や

していきたいと思います。高校へ進学した生徒への継続的な学習支援も行いました。今後も子どもたちの多様な要望に

対応する仕組みづくりを進めていきたいと思います。 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、新たなカリキュラムや教材の開発 

 「学びサポート」は希望者がなく、１年間未実施でした。同じ時間に、「なんにわ勉強会」を拡張した、誰でも自由参加の

「F-Café（金曜日カフェ）」を月１回のペースで開きました。テーマを決めず、集まったメンバが話題を持ち寄る形式で続

行しています。また、日光市民活動支援センターとの協力で「こども サイエンスカフェ」を６回開催しました。このような場

所から、新たな教材やカリキュラムのアイディアが生まれるのではと活動しています。 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用した学びの支援 

 ホームページ http://www.nantonakuno.net/ を公開しています。定期的な更新により、居場所の紹介、活動の

紹介などの発信を行っています。 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

 不登校相談、教育についての悩み相談などに随時対応しました。相談件数は１４件、訪問者は１８７人でした。毎月発行

の日光市広報に「不登校相談」として掲載されています。大沢公民館で１０月に行われた「日光ボランティア・市民活動フェ

スタ２０２５」に参加しました。通信「なんとなくのひろば」を３か月間隔で４回発行、各号２５０部印刷し、会員および日光市

内の小中学校に配布しました。 

⑤ 学校外で育つ青少年や障がいのある人の自立に関する相談および就労を支援する活動 

 「ひきこもり相談センター・かがやき」などの地域支援団体との連携を取りました。 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子どもたちに自然環境保全の大切さを啓発する活動 

「今市の水を守る市民の会」との共催行事、「田んぼの生きものたんけん」を５月に鹿沼市板荷、９月に長畑（西沢川）で

実施しました。環境測定班の放射能測定は随時継続しました。 

⑦  障がいの理解および啓発に関する企画運営事業 

「茶話会」は毎月第２月曜日、午前１０時からお昼まで「子どもの居場所」で開きました。気軽な雰囲気で集まり、子育ての

悩みを話し合う時間となっています。以前、「子どもの居場所」に関わった保護者さんがワンコインマッサージで来所し、

参加者・スタッフを癒しています。 

⑧  第二種社会福祉事業の相談支援事業の経営 

さくらそうは 2014 年 5 月から計画相談を開始し、まる 12 年が経とうとしています。2025 年度は相談員 1 名で延べ

140件の計画作成・モニタリング、12件の担当者会議等を実施しました。今年度はご本人の高齢の親の介護について地

域包括支援センターと関わることやご本人の日常生活自立支援事業（あすてらす）との調整が複数回ありました。担当人

数は、新規１名増、担当終了は亡くなった方 2 名・サービス利用終了 4 名・相談員交代 1 名・進学や一般就労に進まれた

方4名で合計11名となりました。印象に残った事は、放課後等デイサービス（高校在学まで利用可）を利用していた方で

計画の目標である｢自分で考え、自分で決めて行動し、責任をとれるようになる｣がなかなかできなかったのですが、受

験や進学準備のプロセスの中で自分ごととして行動できるようになり、大学に合格されたことです。改めて、成長する時

期は一様では無いと感じました。今後もご本人の希望が叶えられるよう支援をしていきたいと思います。 

２０２５年度は、担当している障がい者が 4 月 1 日に出産から始まり、１１月には別の障がい者の方が亡くなるという、

生と死を身近に感じた1年でした。相談件数も前年度、2,676件が今年度には3,354件と増えました。忙しいのを理由

にはできませんが、3月末に風邪をこじらせ2週間も咳が続いてしまいました。2026年度は、身体に気を付けて頑張ろ

うと思います。 
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２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係わる事業 

 *「居場所」は「子どもの居場所」の略 

事 業 名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者人数 受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（円） 

① 子どもたちの自主性

および自立性を尊重し

た居場所の提供および

学びの場の運営 

ゆったりと過ごせる時

間と空間を確保し、子ど

もたちの意見や要求を

もとに活動した。雑談

会、楽器練習、ミーティ

ング、ゲームなどにより

コミュニケーションを

はかった。 

個別学習援助を充実。 

週５回 

月～金曜日 

12:30～16:30 

 

学校長期休業

中も月～金 

238日 開所 

 

子どもの 

居場所 

住所：日光市

今市316-4 

 

 

２人/日 

および 

サポーター 

 

状況により

増員 

小中学生 

延べ343人 

 

高校生以上 

延べ47人 

2,793,368 

② 子どもたち一人ひとり

に対応した、新たなカリキ

ュラムや学習内容の開発 

学びサポートひろば 

こどもサイエンスカフェ 

F-Café（金曜日カフェ） 

実施せず 

随時 

随時 

市民活動 

支援センター 

 

１ 

 

不定 

0 

③インターネットなどの 

ＩＴ環境を活用した学び

の支援および情報提供 

ホームページによる活動の

紹介、学び支援 

会報のPDF版提供 

1～2週に 

1回程度更新 

事務所 ３ 不定 

 

72,448 

 

④ 教育や福祉について

の相談、情報提供 

教育や福祉について

の相談 

地域イベントへの 

参加 

情報提供 

随時 

 

随時 

 

会報作成 

居場所 

 

未定 

 

年４回 

（２５０部） 

４ 

 

２ 

 

４ 

不定 

 

不定 

 

会員および 

市内小中学校 

0 

⑤ 学校外で育つ青少年

や障がいのある人の自

立に関する相談および

就労を支援する活動 

就労支援見学会 

引きこもる子を持つ親の

会との話し合い／障がい

のある人の自立に関する

相談 

実施せず    0 

⑥ 自然環境の中での学

び、自然環境保全の啓発

活動 

田んぼの生物たんけん隊 

川むしたんけん隊 

放射能調査の実施 

５月 

９月 

鹿沼・板荷 

長畑・西沢川 

日光市周辺 

 

 

２ 

１５人 

５人 

１０人 

1,120 

⑦ 障がいの理解および

啓発に関する企画運営

事業 

茶話会 

 

毎月１回 

 

子どもの 

居場所 

３ 保護者 44,666 

 

⑧ 第二種社会福祉事業

の相談支援事業の経営 

指定特定相談支援事業 

 

相談支援事業 

週５回 

月～金 

8:30～17:15 

日光市 

および 

その周辺 

２ 

 

１ 

障がい児・者 

および 

その家族 

2,663,653 

 

6,360,000 
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  子どもの居場所・なんとなくのにわ ２０２５年度 利用者数（各月ごとの延べ人数） 

月 開所日数 
利用者 相談 

件数 
見学・訪問者 

支援対象者 利用延人数 高校生以上(延人数) 

４ 21 2 37 10 1 18 

５ ２0 4 37 9 3 15 

６ 21 3 38 5 3 14 

７ 2２ 4 32 6 1 24 

８ 16 5 15 2 0 14 

９ 20 7 28 5 1 21 

１０ 22 7 27 1 0 15 

１１ 18 8 25 1 2 7 

１２ 20 8 29 3 2 13 

１ 1９ 8 22 2 0 13 

２ 1８ 8 26 0 0 16 

３ 21 8 27 3 1 17 

合計 238 - 343 47 14 187 

前年度 2４４ - 401 53 34 229 

 

 

 

理事会議事録（抜粋） （会場： 日光市今市３１６－４・子どもの居場所） 

■ 第１2５回 ２０２5 年５月７日（水） 午後６時～７時 

(1)第２１回通常総会資料案の審議および総会当日日程承認、(2)活動報告、(3)４月からの新規利用者について

情報交換、(4)さくらそう 連絡会等参加報告、（５）総会当日日程、「田んぼの生きものたんけん」予定 

■ 第１２６回 ２０２５年７月１日（火） 午後６時～７時 

(１)理事長選定、（２)活動報告、（3）居場所・学びサポートの近況、利用者(５名)の情報交換、(４)「さくらそう」報告、

(５)今後の行事予定 教育支援センターとのミーティング、「夏休み」の予定 

■ 第１２７回 ２０２５年９月２日（火） 午後６時～７時 

（１）活動報告、(2)小４、小５、中３ 夏休み以後の動き・スタッフの関わり方について、(3)さくらそう 日光市相談支

援の今後、「セルフプラン制度」について説明、(4）日光労働基準監督署にて登録を報告、（５)今後の行事予定 

■ 第１２８回 ２０２５年１１月４日（火） 午後６時～７時 

(1)活動報告、(2)居場所・学びサポート近況、居場所の年末年始休業、利用者についての情報交換（小３名、中２

名）、(3)さくらそう報告 「学校でのいじめ」について意見交換、(4)「福祉や医療との連携体制構築に関する協議

会」報告、(5)今後の行事予定 年末年始の休業日、大掃除 

■ 第１２９回 ２０２６年１月６日（火） 午後６時～７時 

(1)活動報告、（２）居場所近況 利用者さんについて情報交換（小３名、中１名・進学先決まる、１２月 ２回来所）など、

（３）さくらそう報告 担当者の他施設への引継ぎ準備、介護現場からの報告、「重層的支援」日光市での動き、 

（４）会計状況・次年度の見積り提出済み、(5) 今後の行事予定・その他 

■ 第１３０回 ２０２６年３月３日（火） 午後６時～７時 

（１）活動報告、(2)居場所・学びサポート近況 利用者の近況について情報交換（小３名、中１名）・中学卒業後来所

者数名の動き、(3) さくらそう報告（西尾） 「コプラス」（スタッフ２名）相談支援、(4) 次年度(2026 年度)会計

1,100 円/時（昨年 10 月より変更している）・借家契約更新（４月より２年間）家賃（現在：35,000 円/月）次年度市

教委と交渉、(5) 理事の任期 理事の任期は２０２７年６月まで、こどもサイエンスカフェ(次年度も継続） 春休み中

の居場所開設日（とくに休業日を設定しない） 
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活動報告 

 ４月 １日（火）２０２５年度・子どもの居場所・開始 

 ４月１４日（月）茶話会（第１４３回）  

 ４月２４日（木）通信「なんとなくのひろば」第７９号 発行 

 ４月２７日（日）ベリー会（２２周年記念講演会） 

 ５月１０日（土）第２１回 通常総会（子どもの居場所：午後１時３０分開会） 

 ５月１２日（月）茶話会（第１４４回） 

 ５月１２日（月）前事業年度の事業報告書を提出（日光市役所・地域振興課） 

 ５月２５日（日）ベリー会（グループ相談会） 

 ５月３１日（土）田んぼの生きものたんけん（共催：今市の水を守る市民の会） 

 ６月 ９日（月）茶話会（第１４５回） 

 ６月１０日（火）瀬高日光市長との面談（10:40～） 

 ６月２９日（日）ベリー会（学習講演会） 

 ７月 １日（火）第１２６回 理事会 

 ７月１４日（月）茶話会（第１４６回） 

 ７月１８日（金）通信「なんとなくのひろば」第８０号 発行  

 ７月２３日（水）教育支援センターと共同ミーティング（居場所にて）  

 ７月２４日（木）宇都宮法務局登記完了  

 ８月 ４日（月）雇用保険手続き（労働基準監督署、公共職業安定所）  

 ８月 ５日（火）こどもサイエンスカフェ (1)「分光器」  

 ８月 ９日（土）～ １７日（日）居場所夏休み  

 ８月２４日（日）ベリー会（学習講演会）  

 ９月 ２日（火）理事会（第１２７回）  

 ９月 ８日（月）茶話会（第１４７回）  

 ９月２１日（日）こどもサイエンスカフェ (2)「折り紙でつくる２０面体＋」  

 ９月２７日（土）川むしたんけん隊（長畑・西沢川）  

 ９月２８日（日）ベリー会（グループ相談会）  

１０月 ７日（火）第２回福祉や医療との連携体制構築に関する協議会  

１０月１２日（日）日光ボランティア・市民活動フェスタ2025（大沢公民館） 

１０月１７日（金）第三期県立高等学校再編計画への要望書提出 

１０月２６日（日）ベリー会（学習講演会）  

１０月３０日（木）通信「なんとなくのひろば」第８１号 発行 

１１月 ２日（日）こどもサイエンスカフェ (3) 偏光板でつくるふしぎな箱 

１１月 ４日（火）なんとなくのにわ紹介（今市きぬ ロータリークラブ） 

１１月 ４日（火）理事会（第１２８回） 

１１月１０日（月）茶話会（第１４８回）  

１１月１９日（水）学校以外の場における教育機会の確保に関する連絡会 

１１月２３日（日）とちぎベリー会（月例会）  

１１月２８日（金）実費弁償による事務処理の受託等に係る事業の確認  

１１月２８日（金）星を見る会（いのくら児童クラブ）に協力  

１２月 ８日（月）茶話会（第１４９回）  

１２月１８日（木）教育支援訪問（日光市教委）子どもの居場所にて  

１２月２１日（日）とちぎベリー会（学習会）  

１２月２３日（火）ミニ・星空たんけん会  

１２月２５日（木）～ ２６日（金）居場所大掃除  

１２月２６日（金）こどもサイエンスカフェ(4) 鉱物標本をつくろう  

１２月２７日（土）～ ２０２６年１月４日（日）居場所・冬休み  
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 １月 ６日（火）理事会（第１２９回）  

 １月３０日（金）通信「なんとなくのひろば」第８２号 発行  

 ２月 ８日（日）こどもサイエンスカフェ (5) 地球・宇宙・原子をめぐる旅  

 ２月 ９日（月）茶話会（第１５０回）  

 ２月２２日（日）ベリー会 学習講演会 (喜久井伸哉さん 詩人・フリーライター) 

 ３月 ３日（火）理事会（第１３０回）  

 ３月 ９日（月）茶話会（第１５１回）  

 ３月２２日（日）ベリー会 グループ相談会  

 ３月２９日（日）こどもサイエンスカフェ(6) ？が！になる日曜日  

 ３月３１日（火）２０２５年度・子どもの居場所・終了 

 

さくらそう関連の勉強会 

■ 2025年度 日光市相談支援専門員連絡会 

 ４月２３日（水）重層的支援体制整備事業について 

 ６月２５日（水）ＡＢＣリビング（自治医大）見学（ALS・神経難病・重度心身障害者専門ホーム見学会） 

 ７月２３日（水）放課後等デイ・Ｂ型事業所説明会 

 ８月２７日（水）すかいベーカリーランチ・日光市相談支援の今後について 

 ９月２４日（水）訪問看護事業所・訪問介護事業所紹介  

１０月２２日（水）グローバルキッズ見学 

１１月２６日（水）意見交換会  

１２月２４日（水）宇都宮 就労継続支援Ｂ型 でじるみ見学会  

 １月２８日（水）避難行動要支援者個別避難計画補助について 

 ２月２５日（水）特別支援学校での就労選択支援について 

 ３月２５日（水）評価・次年度計画・送別会 

 

■ 2025年度 日光市障がい者自立支援協議会 

 ４月１０日（木）第 １回 ケース・事例検討会議 

 ５月２９日（木）第 ２回 相談支援実務者会議 

 ６月１２日（木）第 ３回 ケース・事例検討会議 

 ７月１０日（木）第 ４回 ケース・事例検討会議 

 ８月１４日（木）第 ５回 ケース・事例検討会議 

 ９月１１日（木）第 ６回 ケース・事例検討会議（欠席） 

１０月 ９日（木）第 ７回 ケース・事例検討会議 

１１月１３日（木）第 ８回 ケース・事例検討会議  

１２月１１日（木）第 ９回 ケース・事例検討会議  

 １月 ８日（木）第10回 ケース・事例検討会議  

 ２月１２日（木）第11回 ケース・事例検討会議（司会担当） 

 ３月１２日（木）第12回 ケース・事例検討会議（事例担当） 

 

■ 2025年度 県西圏域障害者相談支援事業者等連絡会 

 ６月１３日（金）日光・鹿沼メンバー間の交流会 

 

■ その他の説明会 

 ６月１０日（火）説明会 ～ 就労選択支援について 

 ７月 ３日（木）就労選択支援説明会 in 栃木(ZOOM） 

１０月３１日（金）ペアレントプログラム講習 
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２０２５年度 なんとなくのにわ・役員名簿および担当 

役名 氏  名 担  当 備 考 

理事 桒原 真佐美 相談支援事業、情報提供、障がいの理解・啓発に関する企画運営  

理事 白井 佐智子 相談・情報提供、学習内容、会計事務  

理事 手塚 郁夫 学習内容、ＨＰ管理、自然環境、会報編集 理事長 

理事 福田 尚史 相談・情報提供、学習内容  

理事 西尾 敬子 指定特定相談支援事業、相談・情報提供、学習内容、会計事務 副理事長 

理事 丸本 香 相談・情報提供、学習内容、会計事務 会計 

理事 村上 幸子 相談・情報提供、青少年の自立・就労支援  

理事 吉成 勇一 相談・情報提供、青少年の自立・就労支援、ＨＰ管理  

監事 大久保みどり   

「子どもの居場所・なんとなくのにわ」は理事全員が担当（全体のとりまとめ：西尾理事） 



 - 8 -

第２号議案 ２０２５年度収支決算の承認を求める件 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2025年4月 1日から2026年3月31日まで  活動計算書、事業別損益 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 2026年3月 31日現在  財産目録、貸借対照表 

  特定非営利活動法人に関わる事業会計 2025年 4月 1日から2026年 3月31日まで  活動計算書 



 - 9 -

 

 



 - 10 - 
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監 査 報 告 

 

監 査 報 告 書 （写） 
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第３号議案 ２０２６年度事業計画案 審議の件 

 

２０２６年度 事業計画案 （２０２６年４月１日から２０２７年３月３１日） 

１ 事業実施の方針 生き方の多様性、学びの多様性を保証するために、子どもたちの声を聞き、子どもたち一人

ひとりの視点に立ちながら、地域に根ざした学習支援活動および教育や福祉についての相談活動を行います。また、

地域への啓発活動を行うとともに、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出すことを目標とします。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係わる事業                 *「居場所」は「子どもの居場所」の略 

事 業 名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者の人

数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（円） 

①子どもたちの自主性

および自立性を尊重し

た居場所の提供および

学びの場の運営 

ゆったりと過ごせる時間と

空間を確保し、子どもたち

の意見や要求をもとに活

動。雑談会、音楽鑑賞、ミー

ティングなどによりコミュ

ニケーションをはかる。 

個別学習援助を充実。 

食事会を実施 

居場所イベント・適宜実施 

週 ５ 回 

月～金曜日 

12:30～16:30 

感染症に注意 

 

学校長期休業中

も月～金曜日 

開所 

子どもの 

居場所 

 

日光市今市

316-4 

 

 

２人/日 

および 

サポーター 

状況により

増員 

小中学生 

（５人/日） 

および 

高校生以上 

 

相談・見学者 

適宜対応 

2,955,000 

②子どもたち一人ひとり

に対応した、新たなカリ

キュラムや学習内容の 

開発 

学びサポートひろば 

発達障がいを持つ子ども

などへの学習サポート 

およびカリキュラム開発 

毎週金曜日 

午後７時～９時 

日光市民活動

支援センター 

２ 

 

小中学生 

および一般 

若干名 

120,000 

③インターネットなど 

ＩＴ環境を活用した学

びの支援と情報提供 

ホームページやメールによ

る学び支援および活動紹介 

ＩＣＴ活用の調査および実践 

プログラミング教育支援 

1～2週に 

1回程度更新 

随時 

随時 

事務所 

 

居場所 

３ 

 

３ 

不定 65,000 

 

④教育や福祉について

の相談、情報提供 

教育や福祉についての相談 

地域イベントへの参加 

情報提供 

随時 

随時 

会報作成 

居場所 

未定 

年４回 

（２５０部） 

４ 

２ 

４ 

不定 

不定 

会員および 

市内小中学校 

45,000 

⑤学校外で育つ青少年

や障がいのある人の自

立に関する相談および

就労を支援する活動 

引きこもる子を持つ親の

会との話し合い 

障がいのある人の自立に

関する相談 

随時 居場所 ４ ５人程度 40,000 

⑥自然環境の中での学

び、自然環境保全の啓発

活動 

田んぼのいきもの探検 

川むしたんけん隊 

放射能調査実施・研究 

５月 

１０月 

鹿沼市板荷 

日光周辺河川 

日光市周辺 

２ 

 

２ 

不定 

 

不定 

34,000 

⑦障がいの理解および

啓発に関する企画運営 

茶話会 

勉強会 

毎月１回 

年１回 

居場所 

日光市民活動

支援センター 

３ 

５ 

保護者 

不定 

100,000 

⑧第二種社会福祉事業

の相談支援事業の経営 

指定特定相談支援事業 

 

相談支援事業 

週５回 

月～金 

8:30～17:15 

日光市 

および 

その周辺 

２ 

 

１ 

障がい児・者 

および 

その家族 

2,666,000 

 

6,600,000 
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第４号議案 ２０２６年度活動予算案 審議の件 

特定非営利活動法人に関わる事業会計 ２０２６年４月１日 から ２０２７年３月３１日まで   活動予算案 
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第５号議案 その他
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■ 私たちの活動目的 

日光市とその周辺地区に居住する子どもおよび青少年等に対して、学習や自立のための支援

活動と地域への啓発活動を行い、社会に出た後も継続性のある、支援と学びの場を作り出す

ことを目的とします。 
 

■ 私たちの事業 

① 子どもたちの自主性および自立性を尊重した居場所の提供および学びの場の運営 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、新たなカリキュラムや学習内容の開発 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用した学びの支援 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

⑤ 学校外で育つ青少年や障がいのある人の自立に関する相談および就労を支援する活動 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子どもたちに自然環境保全の大切さを啓発する活動 

⑦ 障がいの理解および啓発に関する企画運営事業 

⑧ 第二種社会福祉事業の相談支援事業の経営 

 

 

 

http://www.nantonakuno.net/ 

info@nantonakuno.net 

 


